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・�第 73回クオリティパブ（日科技連東高円寺ビル）参加者35名，�
「品質機能展開（QFD）の真実」大藤�正（玉川大学）

・�H22年度PCAPS研究・QMS-H研究成果報告シンポジウム（東京
大学）「医療社会システムの確立に向けて」
5日「臨床知識の構造化と活用」，6日「QMS-H の普及・促進」
PCAPS研究会，（社）日本品質管理学会（JSQC）医療の質・安全
部会，QMS-H研究会（JSA後援）共催

・�第 9回「原子力の安全管理と社会環境」ワークショップ（東京大学
武田先端知ホール）「原子力発電所における手順書・マニュアルの
現状と課題」原田�昭治（九州電力），「保守・運転時のトラブルと手
順書・マニュアルの関係」五福�明夫（岡山大学），「品質保証におけ
る手順書・マニュアルの活用のポイント」平林�良人（テクノファ），
「ヒューマンファクターから見た手順書・マニュアルのあり方」作
田�博（INNS）

・�第 81回 QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「『次世代スーパーコ
ンピューター』と FOCUSのご紹介～なぜ 2番じゃダメなのか～」
福田�正大（（財）計算科学振興財団），「スパコンで加速する神戸バ
イオメディカルイノベーションクラスター」松崎�太亮（神戸市）

・�第 75回クオリティパブ（日科技連東高円寺ビル），参加者23名，�
「設計最適化技術の最新動向～応答曲面法を中心として～」吉野�睦
（（株）デンソー）

・�第 354 回事業所見学会：ジェイテクト奈良工場「ジェイテクトに
おける品質管理の実践～自動車部品製造会社のものづくりから学ぶ
～」，参加者40名

・�日本品質管理学会�規格�
JSQC-Std�00-001:2011「品質管理用語」制定

・�創立 40周年記念シンポジウム（電気通信大学（東京）講堂）�
「グローバリゼーションを見据えたモノづくりと人づくり」，参加者
143名，招待11名，懇談会104名，
基調講演「2020年日本創生と企業の役割」桜井�正光（（株）リコー），
特別講演（1）「日中ビジネス体験談」厳�浩（イーピーエス（株））

・�第 95回研究発表会（電気通信大学），発表59件，参加者 210名，
チュートリアル4件，参加者112名，
「ソフトウェアテストを軸としたソフトウェア品質の改善」鈴木�和
幸（電気通信大学），「シミュレーション実験における実験計画法の
活用」石井�成（名古屋工業大学），「JIS�Q�9005/9006 に基づく
持続的成功戦略実現のための品質マネジメントシステム設計の方法
論」金子�雅明（青山学院大学），「ケア決定プロセスモデルの応用に
よる問題解決法の開発」加藤�省吾（東京大学）

・�第 110回（関西支部）講演会（中央電気倶楽部）「こだわりのもの
づくり～京都の企業に学ぶ～」，参加者 104名，『月桂冠～ 374年
ものづくりへのこだわり～』川戸�章嗣（月桂冠（株）），『オムロン
の「ものづくり」へのこだわり』石田�勉（オムロン（株））

・�第 82回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「医薬品業界における
製品認証および品質保証システム」小田�容三（ニプロファーマ（株））

・�医療のための質マネジメント基礎講座（14回開催）

・�第 352 回事業所見学会：ニチレイフーズ船橋工場「ニチレイフー
ズの品質保証―原料のこだわり，工程のこだわり―」，参加者26名

・�中部支部 30周年記念（第111回）講演会（刈谷市総合文化センター）
「新たな時代を見据えた新たな成長力の確保」，参加者 158名，「イ
ノベーションによる顧客価値創造」長田�洋（東京工業大学），「サス
ティナブルモビリティ社会の実現と日本独創」奥平�総一郎（トヨタ
自動車（株））

・�第 74回クオリティパブ（日科技連東高円寺ビル），参加者 29名，�
「人に起因する事故・トラブルの未然防止とRCA」中條�武志（中央
大学）

・�第 135 回シンポジウム（日科技連本部），「第三者審査の質と品質
マネジメントシステムの向上－適合性を証明する審査とは何か，有
効な審査のための専門性とは何か，プロセス改善に繋がる審査技術
とは何か，経営に貢献する ISO9001 推進の方法とは何か－」参加
者154名，
特別講演「TQMの方法論を取り入れたQMSの実践」中條�武志（中
央大学）

・�第 136回（中部支部）シンポジウム（刈谷市総合文化センター）
「新たな時代を見据えた新たな成長力の確保」－『ありたい姿』が『な
りたい姿』，その創造と実現に向けてのマネジメントを考える－，
参加者237名，基調講演：「日本経済における『量』の変化と『質』
の変化」田村�均（リコージャパン（株）），事例講演「マツダの商品・
技術戦略～ありたい姿の実現に向けての取り組み」青山�裕大〔マツ
ダ（株）），「成功する会社の心のスイッチの入れ方」松浦�信男〔万
協製薬（株））

・�第 357 事業所見学会：京都・セキスイハウス納得工房「積水ハウ
スの納得の住まいづくりへの取り組み～住まい品質の見える化と住
まい体験の実践～」，参加者29名

・�第 138回シンポジウム（大阪・中央電気倶楽部）「今，再び，日本
品質・現場力を問う」，参加者 138 名，「グローバル競争における
日本品質と現場力」遠藤�功（早稲田大学ビジネススクール），「グロー
バル市場で生き残る道～サムスン電子の事例から学ぶ～」吉川�良三
（東京大学大学院）

・�第 96回（中部支部第29回）研究発表会（名古屋工業大学）「実践
的Qの確保」の普及・拡大」，発表16件，参加者128名

・�第 355 回事業所見学会：神奈川・日産自動車追浜工場「今こそ，
モノづくりの底力を。ロボットを活用した生産ライン」，参加者 39
名

・�第 19回ヤング・サマー・セミナー（千葉・日本武道館研修センター），
参加者34名，「航空機整備におけるヒューマンエラー防止への取り
組み」江島聖志（全日本空輸（株）），「失敗学を起点とした，事務
ミス防止の考え方」宮崎�敬（信託銀行関連会社，早稲田大学），「回
避すべきヒューマンエラーと歓迎すべきヒューマンエラー」田中�健
次（電気通信大学）

・�第 353 回（中部支部）事業所見学会：アイホン豊田工場「アイホ
ンにおける生産リードタイム短縮のための段取り時間短縮活動」，
参加者17名

・�第 10回「原子力の安全管理と社会環境」ワークショップ－ヒヤリ・
ハットと危険予知－（東京大学浅野キャンパス武田先端知ホール）
「原子力発電所における危険予知活動の現状と課題」森�鐘太郎（関
西電力），「トラブル 0を目指した 3F活動とそれを支える品質管理
教育の実践」鬼頭�靖（アイシン精機），「化学工業分野と運輸分野に
おける危険予知の取り組み」五福�明夫（岡山大学），「ヒヤリ・ハッ
トと危険予知の基本的な考え方と今後の方向性」首藤�由紀（RISS），
「医療におけるヒヤリ・ハットと問題点」河野�龍太郎（自治医科大学）

・�第 76回クオリティパブ（日科技連東高円寺ビル），参加者20名，
「源流管理による信頼性・安全性の確保とトラブルの未然防止」鈴
木�和幸（日本品質管理学会会長・電気通信大学）

・�第 97回（関西支部）研究発表会（大阪大学中之島センター），
発表 22件，参加者 51名，講演『企業間連携における内示情報を
用いた生産計画モデル　－先行需要情報の活用－』上野�信行（県立
広島大学）

・�第 84 回 QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「TQMと食品安全」
米虫�節夫（大阪市立大学大学院）

・�第 41回年次大会（総会・研究発表会）（名古屋工業大学）発表50件，
参加者203名（うち受賞者2名），懇親会36名，
事業所見学会：A-（株）LIXIL 榎戸工場（INAX），参加者 11名／
B- アイシン精機（株）小川工場，参加者31名
・�会長　鈴木�和幸
・�新会長講演　坂根�正弘�
・�名誉会員　大滝�厚（明治大学）
・�研究奨励賞　新田�純平（東京大学／現・三菱UFJ信託銀行（株））
『入院診療の質・安全保証に必要な医療リソース配分を決定するた
めの「患者－病床関係」適切性判断モデルの構築』著者：新田�純
平／水流�聡子／飯塚�悦功「品質」Vol.�41，1，pp.�107-120
（2011），
梶原�千里（早稲田大学）『与薬事故における危険予知トレーニン
グシートの作成方法の提案』著者：梶原�千里／棟近�雅彦／金子�
雅明／佐野�雅隆「品質」Vol.�41，3，pp.�77-86（2011）
・�品質技術賞　�中沢�俊彦（エル�エム�エス�ジャパン（株））『設計品
質管理のための設計プロセス計画と検証及び要求開発のための一
手法に関する研究－体系RDCモデルによる設計プロセスの可視
化－』
・�品質管理推進功労賞　尾畑�義雄（関西電力（株）），三戸�辰雄（ア
イホン（株）），立林�和夫（元�富士ゼロックス（株）），矢野�友三
郎（経済産業省）
・�Activity�Acknowledgment 賞　石井�成（名古屋工業大学），茨
木�陽介（IT コーディネータ），梶原�千里（早稲田大学），加藤�省
吾（東京大学），金子雅明（青山学院大学），川村�大伸（東京理科
大学），下中�大輔（日産自動車（株）），渡邉�克彦（トヨタ自動車（株））

・�第 137回シンポジウム（日科技連東高円寺ビル），
「品質の視点から見たサプライチェーンの課題と展望」参加者56名，
基調講演：「品質の視点から見たサプライチェーン」福丸�典芳（（有）
福丸マネジメントテクノ），
特別講演：「大震災を経験した日本企業の調達事業継続計画につい
て」上原�修（日本サプライマネジメント協会）

・�第 77回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者23名，
「サービス品質の構造を探る～プロ野球の事例から学ぶ～」鈴木�秀
男（慶應義塾大学）

・�第 2回科学技術教育フォーラム（東京・成城大学）「科学技術立国
を支える問題解決教育―日本再生への産官学共創の人材育成―」
�「世界の変化と日本の課題」坂根�正弘（コマツ／JSQC会長），「こ
れからの社会で求められる人材」北城�恪太郎（日本アイ・ビー・エ
ム），「学校教育の新展開と問題解決教育」常盤�豊（文部科学省高等
教育局），「なぜ、今 Total�Quality�Education�なのか－産学官が
連携する教育支援システムの必要性－」鈴木�和幸（JSQC前会長），�
「海外（英国）にみる問題解決教育」西村�圭一（東京学芸大学），「問
題解決を重視した統計グラフの作成指導」高橋�広明（東京学芸大学
附属国際中等教育学校），「データサイエンス（理学）とデータエン
ジニアリング（工学）の模擬体験－総合科学としての統計的方法の
体験型学習－」高橋�武則（慶応義塾大学）

・�第 78回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者29名，
「医療安全へのヒューマンファクターズアプローチ」河野�龍太郎（自
治医科大学）

・�第 85回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「開発教材『パッティ
ング機』……みなさんで使ってみませんか？」品質管理教育教材開
発研究会（JSQC関西支部）

・�H23年度PCAPS研究会・QMS-H研究会成果報告シンポジウム（東
京大学）PCAPS研究会，QMS-H研究会，（社）日本品質管理学会
（JSQC）医療の質・安全部会共催
10日「臨床知識の構造化と臨床分析」，11日「QMSの医療界への
普及・促進に向けて」

・�第 11回「原子力の安全管理と社会環境」ワークショップ－安全の
確保と信頼・理解の醸成－（東京大学武田先端知ホール）「原子力
施設における安全性の確保」成果報告（1）「安全性確保に関わる戦
略マップと今後の課題」滝田�雅美（原子力安全基盤機構），「原子力
施設に対する信頼・理解の醸成」成果報告（2）「信頼・理解の醸成
に関わる技術・人材マップの作成」齋藤�朗（社会安全研究所）

・�第 139回シンポジウム（日科技連東高円寺ビル）「ものづくりのグ
ローバル化と現地化～世界のどこで作っても「日本の高品質」を提
供する品質管理～」，参加者120名，
基調講演：「世界のCSからみた品質と文化；グローバル化と現地化
の視点も交えて」圓川�隆夫（東京工業大学）

・�第 356回事業所見学会（中部支部第90回）KYB岐阜北工場
「KYB（株）岐阜北工場における品質改善活動」，参加者35名

・�第 112 回講演会（東京都医業健保会館）「医療の TQM七つ道具」
出版記念講演会，参加者56名，
「医療のTQM七つ道具概要�FMEARCA」飯田�修平（練馬総合病院），
「業務工程図」永井�庸次（ひたちなか総合病院），「QFD」國枝�麿
（TERA�Consulting�），「対策発想チェックリスト／対策分析表」中
條�武志（中央大学），「まぁ，いいか防止メソッド」光藤�義郎（JUKI
（株））

・�第 79回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者25名，
「工程能力指数－実践方法とその理論－」永田�靖（早稲田大学）

・�第 113回（中部支部）講演会（刈谷市総合文化センター）
「新たな時代を見据えた新たな成長力の確保」，参加者158名，
「ダントツ経営」坂根�正弘（JSQC会長・コマツ），「これからの日
本のエネルギー問題を考える」武田�邦彦（中部大学）

・�第 358回（関西支部）事業所見学会京都・GSユアサ産業電池生産
本部「GSユアサ産業電池生産本部の TQMの取り組み～社会イン
フラを支える蓄電装置の生産現場における TQMの取り組みを学ぶ
～」，参加者42名

・�第 98回研究発表会（日科技連東高円寺ビル），参加者202名，
チュートリアル 91 名，研究発表会 175 名，発表 53 件，懇親会
46名，チュートリアルA「システム思考で考えるソフトウエア品
質マネジメント」野中�誠（東洋大学），B「ISOマネジメントシス
テム規格の最新の動向」岡本�裕（日本規格協会），高井�玉歩（日本
規格協会）

・�第 114回（関西支部）講演会（大阪大学中之島センター）
「組織力を高める，ミドルマネジメントのあり方とその育成」，参加
者115名，『組織力を高めるミドルマネジメント』平井�孝志（（株）
ローランド・ベルガー），『コーチングによる次世代リーダーの育成』
桜井�一紀（（株）コーチ・エィ）

・�第 87回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「企業の社会的責任／
TQMとリスクマネジメントの融合に向けて」村川�賢司（前田建設
工業（株））

・�JSQC規格「品質管理用語」講習会－用語の定義を通して品質管理
の本質を学ぶ－（日科技連本部），参加者 61名，中條�武志，永原�
賢造，住本�守，村川�賢司，平林�良人

・�医療のための質マネジメント基礎講座（14回開催）

・�第 359回事業所見学会：崎陽軒横浜工場，「常に挑戦し続ける，お
いしいシウマイ崎陽軒－お客様のお腹だけではなく「心」を満たす
老舗企業－」参加者19名

・�第 360回事業所見学会（中部支部第91回）愛知製鋼知多工場・鍛
造工場 ｢愛知製鋼（鋼材・鍛造品）の品質改善活動｣，参加者23名

・�第 141回シンポジウム（日科技連本部）「開発・設計における品質
のつくり込みとプロセスの見える化－産学連携の視点からのアプ
ローチ－」参加者 153 名，基調講演「産学連携強化による新付加
価値の創出」坂根�正弘（コマツ）

・�第 140回（中部支部・第31回）シンポジウム（刈谷市総合文化セ
ンター）
・�「新たな時代を見据えた新たな成長力の確保」－パラダイムシフト
の中，企業が継続的に成長するために大切なことは何か－基調講演
「企業経営の目的・使命」坂本�光司〔法政大学〕，事例講演「定年の
ない会社のものづくり，人づくり～一生元気，一生現役～」西島�篤
師〔西島（株）〕，「社員のやる気を引き出せ！～発想と差別化の“型
破り経営”～」山田�昭男（未来工業（株））

・�第 143回シンポジウム（日科技連本部）「品質マネジメントシステ
ムの監査技法の向上と ISO9001の活用－第 4期研究活動報告－」，
参加者 127名，特別講演「MSS認証の社会的意義」飯塚悦功（東
京大学）

・�第 362回事業所見学会：富士ゼロックスR&Dスクエア（横浜みな
とみらい），参加者14名

・�第 361 回（関西支部）事業所見学会：奈良文化財研究所埋蔵文化
財センター～最先端科学による古代遺産の調査研究と研究成果の活
用について学ぶ～，参加者26名

・�第 142回（関西支部）シンポジウム（大阪・中央電気倶楽部），参
加者 122名，「日本の技術力・プロジェクトマネジメント力による
成功例に学ぶ」，「「はやぶさ」が挑んだ人類初の往復の宇宙飛行，
その7年間の歩み」川口�淳一郎（宇宙航空研究開発機構（JAXA）），
「10ペタフロップスのスーパーコンピュータ「京」」渡辺�貞（理化
学研究所）

・�第 80回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者23名，
「FMEA辞書－品質問題を無くす設計と設計審査の考え方－」本田�
陽広（（株）デンソー）

・�第 99回（中部支部第30回）研究発表会（名古屋工業大学），
発表8件，参加者79名，「「実践的Qの確保」の拡大・深化」

・�第 20回ヤング・サマー・セミナー（埼玉・サンデンコミュニケーショ
ンプラザ），参加者 20名，「日立アプライアンス（株）のPS（製
品安全）への取組み」伊藤�淳（日立アプライアンス（株）），「富士
ゼロックス（株）における品質保証活動」釜谷�佳男（元富士ゼロッ
クス（株））

・�第 100回（関西支部）研究発表会（大阪大学中之島センター），
発表18件，参加者50名，�
『ナイチンゲールと統計学』丸山�健夫（武庫川女子大学�教授）

・�第 12回「原子力の安全管理と社会環境」ワークショップ（東京大
学武田先端知ホール）「事業者の立場から」森田�浩司（電気事業連
合会），「実践者の立場から」土屋�智子（東京大学政策ビジョン研究
センター），「学術的立場から」神里�達博（大阪大学）

・�第 42回年次大会（石川・コマツウェイ総合研修センタ）発表�49件，
参加者�165名（うち受賞者4名），懇親会�56名
事業所見学会：A- コマツ�粟津工場，参加者36名／B- 澁谷工業（株）
本社工場（金沢），参加者14名
・会長　坂根�正弘
・新会長講演　中條�武志
・名誉会員　桜井�正光（（株）リコー）
・�最優秀論文賞　大久保�豪人・永田�靖（早稲田大学）『タグチの
RT法における同一次元でない連続量データへの適用方法』「品質」
Vol.�42，2，pp.�86-102（2012）
・�研究奨励賞　水関�裕人（大阪大学／現（株）リコー）『ロジスティッ
ク回帰モデルにおける弱併合可能性について』著者：水関�裕人／
黒木�学「品質」Vol.�42，1，pp.�139-147（2012），�
アブレート・グルミレ（東京工業大学／現・（株）日本総合研究所）・
エルバス・ボリス（東京工業大学）『顧客満足度とマーケットシェ
アの関係メカニズムについての国際比較研究』著者：アブレート・
グルミレ／エルバス・ボリス／蜂屋�聡子／松川�祐子／フランク・
ビョーン／スワナベルト・J・シェーン／圓川�隆夫「品質」Vol.�
42，3，pp.�95-105（2012）
・�品質技術賞　光藤�義郎（JUKI（株））『企業内品質教育再考－教
育を仕掛ける側と受ける側のハザマで－』「品質」Vol.�42，2，
pp.30-40（2012）
・�品質管理推進功労賞　尾辻�正則（（一財）日科技連／元�住友重機
械工業（株）／住友建機製造（株）），小杉�敬彦（トヨタ自動車（株）），
薗田�俊江（元（一財）日科技連／（株）日科技連出版社），新家�
達弥（日立オートモティブシステムズ（株）），三田�保則（元�パナ
ソニック（株））
・�Activity�Acknowledgment 賞　佐野�雅隆（早稲田大学／現・東
京理科大学），安井�清一（東京理科大学）

・�第 81回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者19名，
「PCAPS：顧客が設計する自分の診療計画」水流�聡子（東京大学
大学院）

・�第 3回科学技術教育フォーラム（成城大学）「科学技術立国を支え
る問題解決教育―教科横断的な問題解決能力の育成とその指導力の
開発―」

・�第 90回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「問題解決ストーリー・
ピレネーストーリー」野口�博司（流通科学大学）

・�H24年度PCAPS研究会・QMS-H研究会成果報告シンポジウム（東
京大学）「社会技術としての医療の基盤構築」
2日（土）「PCAPSの実装と臨床分析」，3日（日）「医療QMSの
知識基盤の構築」PCAPS 研究会，QMS-H 研究会，日本品質管理
学会（JSQC）医療の質・安全部会共催

・�第 82回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者23名，
「組織の改革とTQM：経営側の視点から」新藤�久和（山梨大学）

・�第 13回「原子力の安全管理と社会環境」ワークショップ－レジリ
エントな組織はQMSで作れるのか－（東京大学武田先端知ホール）
「安全文化をQMSに実装するためにどうするか」倉田�聡（原子力
安全推進協会），「震災対応がどこよりも迅速だった理由－改革の
10年が産み出したもの－」玉浦�賢二（日産自動車），「安全のため
にヒューマンファクターをどう管理すべきか－レジリエントなシス
テムを求めて－」小松原�明哲（早稲田大学），「品質保証におけるマ
ネジメントシステムの役割と意義」飯塚�悦功（東京大学）

・�第 144 回シンポジウム（日科技連東高円寺ビル），「統計・データ
の質マネジメント－ビッグデータ時代に問われる情報収集の質とマ
ネジメント－」参加者112名，

・�第 365回（中部支部第92回）事業所見学会：トヨタ車体いなべ工
場「トヨタ車体いなべ工場品質向上の取り組み」，参加者37名

・�第 91回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「流れが品質を改善す
る」本多�正幸（大和ハウス工業（株））

・�第 146 回シンポジウム（日科技連本部），「震災時対応の成功事例
から学ぶ－未然防止の知恵－」，参加者61名

・�第 366 回（関西支部）事業所見学会：NHK大阪放送局「NHKに
おける災害報道の品質～大阪放送局の取組み～」，参加者33名

・�JSQC-Std�32-001：2013「日常管理の指針」制定

・�第 2回 JSQC規格「品質管理用語」講習会　－用語の定義を通し
て品質管理の本質を学ぶ－（日科技連本部），参加者45名，
中條�武志，福丸�典芳，永原�賢造，住本�守，村川�賢司

・�第 101回研究発表会（日科技連東高円寺ビル）参加者 154名，発
表 45件，チュートリアル参加者 83名，チュートリアルＡ「日本
の製造業－これからの経営と品質管理－」久米�均（東京大学），Ｂ「会
社の『品質』－グローバル・エクセレント・カンパニーズ－」牛久
保�雅美（サンデン（株））

・�第 117回（関西支部）講演会（大阪・中央電気倶楽部）「世界には
ばたく日本型新商品開発と技術開発の実践例」，参加者96名，
講演1『日本生産にこだわった新商品開発』岡田�慎也（ダイキン工
業（株）），
講演 2『一輪車型ロボットムラタセイコちゃん®の開発』吉川�浩
一（（株）村田製作所）

・�第 116回（中部支部）講演会（刈谷市総合文化センター），参加者
158名，
講演 1「日本のものづくり技術神話再考～グローバル市場で選ばれ
るために～」吉川�良三（東京大学），
講演2「質」とは何か～医療技術開発を例として～富田�直秀（京都
大学）

・�第 92回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「研究開発におけるチー
ムマネジメント」松本�哲夫（ユニチカ（株））

・�第 363 回事業所見学会：キリン横浜ビアビレッジ「キリンビール
の品質と環境へのとりくみ」，参加者16名

・�第 83回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者26名，
「QuickDRによる未然防止」―短時間で効果的に問題を発見・解決
する手法―　大島�恵（ボッシュ（株）），奈良�敢也（日産自動車（株））

・�第 364 回事業所見学会：米海軍横須賀基地「日米の文化を超えた
改善リーンの紹介」，参加者38名

・�第 148回シンポジウム（日科技連本部），「ISO9001第三者審査の
質向上と組織での有効な推進方法」参加者108名，
特別講演「統計の教育方法」椿�広計（統計数理研究所）

・�第 84回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者19名，
「競技の統計学～一対比較法の応用～」鈴木�知道（東京理科大学）

・�第 147回（関西支部）シンポジウム（大阪大学中之島センター）
「ビジネス，ヒット事業の作り方」，参加者63名，『グローバル競争
における競争優位性の実現方法：製品設計思想をどこに求めるか？』
藤原�浩一（同志社大学大学院），『人と組織から考える，ヒット事業
の作り方』松岡�保昌（（株）キャリアファーム）

・�第 93 回 QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「ISO10377 製品安
全ガイドライン」弘田�貴巳（製品評価技術基盤機構）

・�第 102回（中部支部）研究発表会（名古屋工業大学），参加者76名，
発表14件

・�第 369回（関西支部）事業所見学会：ダイヘン六甲事業所
「アーク溶接ロボットの生産（ものづくり）と品質～（株）ダイヘ
ン六甲事業所ならではのものづくり～」，参加者25名

・�第 368回（中部支部第93回）事業所見学会：メイドー三好工場
「継続的改善の風土とデミング賞への挑戦」～デミング賞受賞まで
の道のり～，参加者23名

・�第 21回ヤング・サマー・セミナー（新日鐵住金鹿島人材育成セン
ター），参加者31名，「統計解析」永田�靖（早稲田大学），廣野�元
久（（株）リコー），小杉�敬彦（トヨタ自動車（株））

・�第 145回（中部支部・第32回）シンポジウム（刈谷市総合文化セ
ンター）「顧客満足のための新たな時代の新たな商品・サービスとは」
～過去の常識にとらわれない商品・サービスの企画，顧客価値提供
のあり方を考える～，参加者 143名，基調講演：「ライフネット生
命の起業物語」出口�治明（ライフネット生命保険（株））

・�第 103 回（関西支部）研究発表会（大阪大学中之島センター），
参加者52名，発表22件，『流れをつくる』飛田�甲次郎（（株）Gold
ratt�Consulting�Japan）

・�JSQC規格「日常管理の指針」講習会　ー日常管理の本質を学ぶー
（日科技連本部），参加者72名，平林�良人，安藤�之裕，永原�賢造，
古谷�健夫，福丸�典芳，新倉�健一，大藤�正（パネル）

・�第 85回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者23名，
「マーケット・イン思想再考－QFDの視点から－」永井�一志（玉
川大学）

・�第 367 回事業所見学会：東京国分寺・鉄道総合技術研修所，参加
者29名，「鉄道サービスの品質確保のための諸研究から学ぶ」

・�第 14回「原子力の安全管理と社会環境」ワークショップ（東京大
学武田先端知ホール）～柳田邦男とともに「福島事故」を考える～�
「福島事故に学ぶ」柳田�邦男（ノンフィクション作家）

・�第 94回 QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「京をはじめとした，
クラウドコンピュータの産業への実利用方法」藤川�泰彦（（株）ヴァ
イナス）

・�第 86回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者17名，
「事例で学ぶMTシステム」立林�和夫（元・富士ゼロックス（株））

・�第 43 回年次大会（大阪大学吹田キャンパスコンベンションセン
ター），発表数49件，参加者169（うち受賞者3名），懇親会32名
事業所見学会：ダイキン工業（株）滋賀製作所，参加者 19名／独
立行政法人理化学研究所�計算科学研究機構，参加者15名
・�会長　中條�武志
・�名誉会員　坂根�正弘（（株）小松製作所），渡邉�浩之（トヨタ自動
車（株））
・�研究奨励賞　金�海哲（早稲田大学）『与薬事故に対するエラープルー
フ化に関する研究－改善対象要素に着目した対策立案方法の提案
－』著者：金�海哲／棟近�雅彦／佐野�雅隆／金子�雅明「品質」
Vol.�43，3，pp.�110-124（2013）
・�品質技術賞　秋山�浩一（富士ゼロックス（株））『直交表を用いた
ソフトウェアテストにおける効果的な因子選択・割り付け手法』
著者：秋山�浩一／高木�智彦／古川�善吾「品質」Vol.�42，4，
pp.135-144（2012），永松�陽明（（株）日立製作所／現�横浜市
立大学）『業務プロセスにおける不具合情報の有効活用の研究』著
者：永松� 陽明／中條� 武志／谷口� 芳夫「品質」Vol.�43，1，
pp.143-152（2013）
・�品質管理推進功労賞　国分正義（つくば品質総合研究所／元ぺん
てる（株）），佐藤�直人（KYB（株）），鴫�和雄（品質文化塾／元
東レ（株））武石�健嗣（（株）ジーシー），玉浦�賢二（日産自動車（株）），
吉野�睦（（株）デンソー）
・�Activity�Acknowledgment 賞　松浦�峻（慶應義塾大学），横山�
真弘（電気通信大学）

・�第 115 回講演会（日科技連本部），「企業経営における見える化」
参加者 52名，「見える化による現場力強化」久保田�洋志（広島工
業大学），「再発防止・未然防止の見える化」福丸�典芳（福丸マネジ
メントテクノ）

・�第 149 回シンポジウム（日科技連東高円寺ビル），「匠の知恵でシ
ステム開発の多面的品質向上」参加者39名，「プロジェクト管理は
則天去私－PMの知恵と品質－」板倉�稔（イネーブルツリー），「匠
の知恵で確実な品質保証」堀内�純孝（クオリティ）

・�第 372回（中部支部第94回）事業所見学会：中日本高速道路豊田
工事事務所／新東名高速道路工事現場「高速道路事業における品質
管理」（道路構造物品質管理・安全管理・環境保全管理等），参加者
18名

・�第 95回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「グローバル化に対応
したものづくり」今野�勤（神戸学院大学）

・�H25年度PCAPS研究会・QMS-H研究会成果報告シンポジウム（東
京大学弥生講堂一条ホール）「医療への質マネジメントアプローチ」
1日（土）「PCAPSの実装・臨床分析・社会システム構築への貢献」，
2日（日）「医療QMSの基盤構築と実践」

・�第371回事業所見学会：独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）
製品安全センター「製品安全への新たな取り組みと分析評価技術」，
参加者32名

・�第 118回講演会（日科技連東高円寺ビル），参加者93名，「つい，うっ
かり」から「まさか」の失敗学へ　中尾�政之（東京大学大学院）

・�第 87回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者23名，
「信頼性・安全性の確保と未然防止－製品・医療・食品を中心に－」
鈴木�和幸（電気通信大学）

・�第 96回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「ORとQCの最適化」
森田�浩（大阪大学）

・�第 370回事業所見学会：海上自衛隊横須賀基地，参加者21名，
「海上自衛隊横須賀基地における業務改善活動」

・�第 119回（中部支部）講演会（愛知県産業労働センター），参加者
127名『イプシロンロケット開発における品質・信頼性の確保と新
たな取り組み』，清水�文男（宇宙航空研究開発機構），『感情経験を
提供する製品・サービスと経営』梅室�博行（東京工業大学）

・�第 88回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者25名，
『「誤 S」から「真の 5S」へ～QC的 5S の考え方，進め方』町田�
勝利（KQM（神奈川品質経営研究所））

・�第 104回研究発表会（日科技連東高円寺ビル），発表47件，チュー
トリアル76名，研究発表会165名，懇親会32名，
チュートリアルA「統計的データ解析で解くトリック－アンスコム
的な数値例が語ること－」廣野�元久（リコー），B「（株）アドヴィッ
クスの経営革新を支えた TQM活動」酒井�和憲（（株）アドヴィッ
クス）

・�第 375回（関西支部）事業所見学会：椿本チエイン京田辺工場
「お客様の要求品質に応えるつばきの「モノづくり力」，参加者 21
名

・�第 97回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「ベトナム工場での活
動」藤平�博之（（株）岩崎電機製作所）

・�第 120回（関西支部）講演会（大阪・中央電気倶楽部）
「グローバル市場での人材育成と品質保証実践例」，参加者80名，
「シャープにおけるグローバル人財育成」岡崎�哲卓（シャープ（株）），
「グローバル化における品質保証と人材育成のあり方～Honda 二輪
車での事例紹介～」向井�正人（本田技研工業（株））

・�第 373回事業所見学会：小澤酒造（株），参加者18名，
「小澤酒造の品質経営」（人間性尊重の経営と企業存続の秘訣）

・�第 374回（中部支部第95回）事業所見学会：豊田自動織機技術技
能ラーニングセンター「ものづくりに貢献できる人材育成」，参加
者32名

・�第 151回（中部支部・第33回）シンポジウム（刈谷市総合文化セ
ンター），「顧客満足のための新たな時代の新たな商品・サービスと
は」～新たな顧客価値を提供し続ける組織の実現のために～，参加
者131名

・�第 89回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者17名，
『私が「企業の地震リスクマネジメント入門」を書きたかった理由
－払拭すべき東日本大震災の誤解－』指田�朝久（東京海上日動リス
クコンサルティング（株））

・�第 153回（関西支部）シンポジウム（大阪・中央電気倶楽部）『設
計開発の質向上～固有技術の展開・未然防止の進め方～』，参加者
71名，『高機能炭素繊維・複合材料の開発と“ものづくり”～東レ
の先端素材開発とグローバルものづくり～』薬師寺�一幸（東レ（株），
『日産自動車における未然防止手法“QuickDR”』大島�恵（日産自
動車（株））

・�第 150 回シンポジウム（日科技連東高円寺ビル），「海外進出企業
の品質管理教育実施上の課題と今後の方向性」参加者88名

・�第 98回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「グローバル質マネジ
メントの人材育成」岩崎�日出男（近畿大学）

・�第 105回（中部支部第32回）研究発表会（名古屋工業大学），
発表12件，参加者72名

・�第 90回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者13名，
「ビッグデータ革命を品質から考える」関口�恭毅（関口情報経営研
究所）

・�第 106回（関西支部）研究発表会（大阪大学中之島センター），
発表19件，参加者44名，特別講演「“人づくり，型づくり”ASEAN
での技術人材の育成について」竹内�英雄（パナソニック（株）オー
トモーティブ＆インダストリアルシステムズ社）

・�第 121回講演会（日科技連本部），参加者148名，
「これからの品質保証とTQM」狩野�紀昭（東京理科大学）

・�JSQC-Std�32-001（E）2013「日常管理の指針」（英語版）制定

・�第 99回QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「東レアローズ女子と
女子選手の指導方法について」清水�義浩（東レ）

・�第 91回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者17名，
「安全文化の醸成について考える」倉田�聡（原子力安全推進協会）

・�第 376 回事業所見学会：KYB相模工場「KYBにおける油圧技術
の歴史とモノづくり」，参加者12名

・�第 377回（関西支部）事業所見学会：PeachAviation 関西国際空
港「関西発の航空イノベーションPeach の挑戦～「低価格」と「高
品質」の実現に向けて～」，参加者23名

・�第 44回年次大会（東京都市大学），発表55件，参加者221名（う
ち受賞者1名），懇親会50名
事業所見学会：日産自動車（株）追浜工場，参加者31名
・�会長　中條�武志
・�名誉会員　久保田�洋志（広島工業大学）
・�研究奨励賞　下野�僚子（東京大学�大学院）『質保証を実現する手
術プロセスを構成する標準モジュール導出モデルの構築』著者：
下野�僚子／水流�聡子／飯塚�悦功「品質」Vol.�44，2，pp.72 －
82（2014），佃�康司（早稲田大学／現・総合研究大学院大学）『信
号因子が複数存在するシステムに対する動特性ロバストパラメー
タ設計』著者：佃�康司／永田�靖「品質」Vol.�44，2，pp.83 －
91（2014）
・�品質技術賞　東出�政信（ルネサスエレクトロニクス（株））『半導
体製造工程における T²-Q 管理図の実践－変動の大きさの管理か
ら変動パターンの管理へ－』著者：東出�政信／仁科�健／川村�大
伸「品質」Vol.�44，3，pp.77 － 86（2014），吉野�睦（（株）
デンソー）『製造業におけるデータサイエンスの社内教育』著者：
吉野�睦「品質」Vol.�44，3，pp.22 － 29（2014）
・�品質管理推進功労賞　荒井�秀明（（株）小松製作所），今里�健一郎
（ケイ・イマジン），岡田�正志（トヨタ車体（株）），古谷�健夫�（ト
ヨタ自動車（株））
・�Activity�Acknowledgment 賞　石田�敬人（アイ・アール・ティー
（株）），下野�僚子（東京大学）

・�「第 15回安全・安心のための管理技術と社会環境」ワークショップ
（筑波大学東京キャンパス）－社会の安全・安心を確保するための
行政による規制と事業者による自律的マネジメントのあり方－「原
子力発電所の安全確保における品質保証の役割」宮越�直樹（三菱重
工業），「運輸安全マネジメント制度と事業者による安全管理」岡本�
満喜子（長岡技術科学大学），「医療分野における規制・第三者評価
とプロセス改善活動」永井�庸次（ひたちなか総合病院），「医療分野
における規制・第三者評価とプロセス改善活動」永井�庸次（ひたち
なか総合病院），「ルール不遵守に起因する事故を防ぐ上での行政に
よる規制と事業者による自律的マネジメントのあり方」首藤�由紀（社
会安全研究所），「安全・安心な社会の確立に向けた行政，事業者，
社会の役割」木村�浩（パブリック ･アウトリーチ）

・�第 92回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者17名，
『更なる品質向上のための「行為保証」』遠藤�勇（（株）遠藤メソッド）

・�第 100 回 QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「「気づき研修」に
よる問題解決能力の向上」大杉�幸久（NGK人財開発（株））

・�第 378回（中部支部第96回）事業所見学会：浜松ホトニクス豊岡
製作所「現場が主役のものづくり」，参加者29名

・�H26年度PCAPS研究会・QMS-H研究会成果報告シンポジウム（東
京大学）「医療への質マネジメントアプローチ」「PCAPSの実装・
臨床分析・社会システム構築」「医療 QMS の基盤構築と実践」
PCAPS 研究会，QMS-H 研究会，日本品質管理学会（JSQC）医
療の質・安全部会共催

・�第 93回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者12名，
「TQM推進の悩み，よろず相談承ります」光藤�義郎（文化学園大学）

・�第 379回事業所見学会：コーセー狭山事業所，参加者22名，
「（株）コーセーにおける化粧品の品質管理 ･改善の実際」

・�第 380回（関西支部）事業所見学会：ニチレイフーズ関西工場
「ニチレイフーズのこだわり～食の安全・安心への取り組み～」，�
参加者 30名

・�第 152回シンポジウム（日科技連東高円寺ビル），
「未来の品質管理に光をもたらすものは　徹底討論「SQCVSビッグ
データ」参加者58名，
基調講演「SQCの世界観とビッグデータの世界観」椿�広計（統計
数理研究所）

・�第 4回科学技術教育フォーラム（東京学芸大学）「科学技術立国を
支える問題解決教育－教科横断的な問題解決能力の育成とその指導
力の開発－」

・�第 101回 QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「積水化学グループ
のモノづくり革新SHINKA～モノづくりは人づくり～」近藤�賢（積
水化学工業（株））

・�第 381回事業所見学会：本田技研工業埼玉製作所寄居工場，
「ホンダの小型車生産を牽引する，世界トップクラスの省エネルギー
工場」参加者35名

・�第 124回（関西支部）講演会（大阪大学中之島センター）『イノベー
ションの起点となる「行動観察」と「ビッグデータ」』，参加者56名，
『現場起点のイノベーション手法，「行動観察」とは』小野�泰（大阪
ガス行動観察研究所（株），『新製品の市場への早期投入を支えるア
ナリティクス』宮森�誠（（株）村田製作所）

・�JSQC-Std�31-001：2015「小集団改善活動の指針」制定

・�第 123回（中部支部）講演会（名古屋国際センター），
『ホントは役立つ問題解決法』安藤�之裕（TQMコンサルタント）�
参加者 177名
・�第 107 回研究発表会（日科技連東高円寺ビル），発表 40件，参加
者137名，チュートリアル66名，懇親会35名（33名+招 2名）
・�チュートリアルＡ「MTシステムはどのように使われているか」立
林和夫（元富士ゼロックス），B「セキソーにおけるTQM活動の推進」
林�新一（セキソー）

・�第 102 回 QCサロン（日科技連・大阪事務所）「TQMで経営改革
－先達に学ぶ－」細谷�克也（（有）品質管理総合研究所）

・�第 94回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者20名，
「TQM（総合的品質管理）の標準化」中條�武志（中央大学）

・�第 155回（中部支部・第34回）シンポジウム（刈谷市総合文化セ
ンター），「おもてなし経営企業から学ぶ，お客様の期待を超える商
品・サービスの創造」～輝く“社員”活き活きとした“組織”共有
する“理念”で風土と仕事を変える～，参加者147名，
基調講演：「社員，顧客，地域に愛されるおもてなし経営とは？」�
瀬戸川�礼子（リバーオフィス）

・�第 382回（中部支部第97回）事業所見学会：日本特殊陶業本社工
場，参加者22名

・�第 122 回講演会�石川馨先生生誕 100 年記念（日科技連東高円寺
ビル），参加者 115 名，�
「これからのTQMと品質保証」狩野�紀昭（東京理科大学）

・�第 103回 QCサロン（日科技連大阪事務所）「紙グライダーを用い
たQC教育」濱口�勝重（（株）村田製作所））

・�JSQC規格「小集団改善活動の指針」講習会　－小集団改善活動を
推進する－（日科技連東高円寺ビル），参加者 37名，住本�守，中
條�武志，玉浦�賢二，村川�賢司，山田�佳明，羽田�源太郎，杉浦�忠（パ
ネル）

・�第 95回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者11名，
「技術者のイノベーション能力を高める思考テクニック I-TRIZ」上
村�輝之（アイディエーション・ジャパン）

・�第 108回（中部支部）研究発表会（名古屋工業大学），参加者67名，
発表11件

・�第 154 回シンポジウム（日科技連東高円寺ビル），「日本企業の海
外進出とマザー工場の果たすべき役割 ･意味」参加者 88名
基調講演「日本企業におけるマザー工場の役割」山口�隆英（兵庫県
立大学）

・�第 156回（関西支部）シンポジウム（大阪・中央電気倶楽部）「グロー
バル化の中で我が国企業に求められる人づくり」，参加者53名，『コ
マツ中国生産工場“小松山推有限公司”のデミング賞受賞までの取
り組みについて』佐藤�真人（（株）小松製作所），『3Mで学んだイ
ノベーションの設計図』大久保�孝俊（スリーエムジャパン（株））

・�第 109 回（関西支部）研究発表会（大阪大学中之島センター），�
発表 18件，参加者31名

・�第 125回講演会�石川馨先生生誕100年記念（積水化学工業（株）
京都研究所），参加者112（76＋ 36）名，�
「これからのTQMと品質保証」狩野�紀昭（東京理科大学）

・�第 104回 QCサロン（大阪・中央電気倶楽部）「挑戦と改革の企業
文化の醸成を目指す」～表彰制度改革の取り組み～常木�美幸（サン
デンホールディングス（株））

・�第 126回講演会（日科技連東高円寺ビル），参加者40名，
「顧客満足（CS）の科学と品質経営への示唆」圓川�隆夫（東京工業
大学）

・�第 45回年次大会（積水化学工業京都研究所）発表 40件，参加者
158 名（うち受賞者 4名），懇親会 49 名，無料講演会 50+106
名
事業所見学：A-GSユアサ本社産業電池工場，B- 積水化学工業滋賀
栗東工場，参加者33（A：16，B：17）名
講演会「わたしの仕事観－モノの品質，経営の品質，人の品質－」
大久保�尚武
・会長　大久保�尚武
・新会長講演　椿�広計
・顧問　大久保�尚武（積水化学工業（株）），中條�武志（中央大学）
・�最優秀論文賞　鈴木�理史（トーア再保険（株））・田中�研太郎（成
蹊大学）・宮川�雅巳（東京工業大学�大学院）『カンファレンス行列
を用いた 3水準スクリーニング実験における追加試行』「品質」
Vol.�44，No.4，pp.�65-74（2014）
・�研究奨励賞　河田�紘志�（早稲田大学�大学院）『タグチのＴ法にお
ける項目選択に関する研究』著者：河田�紘志／永田�靖「品質」
Vol.�45，No.2，pp.49-63（2015）
・�品質技術賞　近藤�拓（アイシン・エイ・ダブリュ（株））『工業分
野での構造方程式モデリングによる複雑な因果構造の解明』著者：
近藤�拓「品質」Vol.44，No.4，pp.14-18，打矢�隆司（（株）筑
波総合研究所）『ソフトウェア計量管理のためのQCD統合構造モ
デル』著者：打矢�隆司／椿�広計／木野�泰伸「品質」Vol.45，
No.1，pp.98-115（2015），細川�哲夫（（株）リコー）『パラメー
ター設計とＴ法を融合した開発手法の提案』著者：細川�哲夫／岡
室�昭男／佐々木�康夫／多田�幸司「品質」Vol.45，No2，pp.64-
72（2015）
・�品質管理推進功労賞　岩本�伸夫（中部品質管理協会／元（株）デ
ンソー），松本�哲夫（ユニチカ（株））

・�第 383 回（関西支部）事業所見学会：D-egg〔同志社大学連携型
起業家育成施設〕「D-egg（同志社大学発インキュベーション施設）
における産官学連携による起業支援を通した新規産業創出と地域経
済発展への取り組み」，参加者14名

・�第 96回クオリティトーク（日科技連東高円寺ビル），参加者11名，
「小集団改善活動を再活性化するためのリチーミング」川西�由美子
（ランスタッド（株）EAP総研）

・JSQC-Std�21-001：2015「プロセス保証の指針」制定

・�「第 16回安全・安心のための管理技術と社会環境」ワークショップ
－事故調査の社会的役割と進め方－（日科技連東高円寺ビル），参
加者81名，「運輸分野における事故調査の現状と課題」松本�陽（運
輸安全委員会），「医療分野における事故調査の現状と課題」西澤�寛
俊（全日本病院協会），「原子力分野における事故調査の現状と課題」
五福�明夫（岡山大学）

３月

5月

6月

9月

9月27
～30日

10月

12月

3月

4月

6月

7月31日
～8月3日

9月

10月

11月

12月

3月

4月

5月

9月

10月

10月15日
～18日

4月

6月

7月

8月5日
～8日

10月

1月

3月

4月

6月

9月22日
～25日

10月

10月

・�IAF 中間会議（ロンドン；
英国）

・�4認定機関（CNAS-JAB-
KAB-TAF）会議（北京；
中国）

・�第 18 回 PAC総会（マニ
ラ；フィリピン）

・�ICQ’11（ブダペスト；ハ
ンガリー／ EOQC と併
催）開催

・�第 17回 APLAC総会（マ
ニラ；フィリピン）

・�ICQCC’11-Yokohama
開催（JUSE）

・�第 5回WCSQ（上海／日
科技連主催担当）開催

・�The9th� ANQ�Quality�
Congress（ホーチミン；
ベトナム）“Quality�Man-
agement� is� the�Key�to�
Sustainable�Develop-
ment”

・�泰日経済技術振興協会
（TPA） と の MOU 締 結
（JUSE）

・�第 15回 ILAC総会（バー
チャル会議）

・�4認定機関（CNAS-JAB-
KAB-TAF）会議（東京；
日本）

・�IAF-ILAC 中間会議（フラ
ンクフルト；ドイツ）

・�第 19回 PAC総会（香港）

・�The�10th�ANQ�Quality�
Congress（香港科学技
術 大 学 ）“Striving�for�
Excellence� through�
Product�and�Service�
Quality”

・�ISQFD’12-Tokyo 開催

・�IAF-ILAC合同年次総会（リ
オデジャネイロ；ブラジ
ル）

・�ICQCC’12（クアラルン
プール；マレーシア）開催

・�第３回World�Summit�of�
National�Quality�Asso-
ciation（ニューデリー；
インド）開催

・�第 18回 APLAC総会（シ
ドニー；オーストラリア）

・�4認定機関（CNAS-JAB-
KAB-TAF）会議（台北；
台湾）

・�IAF-ILAC 中間会議（フラ
ンクフルト；ドイツ）

・�第 20 回 PAC総会（ホノ
ルル；ハワイ）

・�第 19回 APLAC総会（ダ
ナン；ベトナム）

・�IAF-ILAC合同年次総会（ソ
ウル；韓国）

・�ICQCC’13（台北；台湾）
開催

・�ANQ�Congress�2013
（バンコク；タイ）“Qual-
ity� for� the�Strength�of�
Asia”

・�4 認定機関（CNAS-JAB-
KAB-TAF）会議（済州；
韓国）

・�IAF-ILAC 中間会議（フラ
ンクフルト；ドイツ）

・�APLAC/PAC合同年次総
会（グアダラハラ；メキ
シコ）

・�第 6回WCSQ（ロンドン；
英国）開催

・�ANQ�Congress�2014
（シンガポール・南洋工科
大学）“Sustaining�Pro-
d u c t i v i t y � G r ow t h�
through�Quality�Meta-
morphosis� for� Excel-
lence”

・��IAF-ILAC 合同年次総会
（バンクーバー；カナダ）

・�ICQ’14-Tokyo�開催

・�第４回Global�Summit�of�
World�Quality�Organi-
zation（東京；日本）

・�ICQCC’14（コロンボ；
スリランカ）開催

・�中東湾岸諸国（湾岸協力
理事会認定センター）と
認定分野の協力に関する
覚書を締結

・�4認定機関（CNAS-JAB-
KAB-TAF）会議（東京；
日本）

・�IAF-ILAC 中間会議（フラ
ンクフルト；ドイツ）

・�APLAC/PAC合同年次総
会（コロンボ；スリランカ）

・�ANQ�Congress�2015�
Taipei
“Using�Quality�as�Dif-
ferent iator� to� Gain�
Competit ive� Advan-
tage”

・�IAF-ILAC合同年次総会（ミ
ラノ；イタリア）

・�ICQCC’15（チャンウォン；
韓国）開催

2月

3月

5月

6月

7月

10月

12月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

6月

7月

8月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

5月13日

6月

7月

8月

9月

10月

12月

3月

5月

6月

7月

9月

10月

11月

12月

3月

6月

7月

9月

10月

12月

・�JAB環境 ISO大会「情報
開示 - 環境 ISO の信頼性
向上のために」（JAB）

・�マネジメントシステム監
査員検定開始（JUSE）

・�東北地方太平洋沖地震（東
日本大震災）における被
災者支援・被災地復興支
援として『リスクマネジ
メントと事業継続マネジ
メントの標準化』小冊子
や JIS ハンドブックの寄
贈（JSA）

・�JAB/ISO9001 公開討論
会「QMS能力実証型審査
～真の有効性審査を求め
て」（JAB）

・�第 92 回品質管理シンポ
ジウム「成熟経済社会の
品質経営ホンモノづくり」
（JUSE）

・�食品安全システム認証
22000（FSSC22000）
認定事業開始（JAB）

・�エネルギーマネジメント
システム（EnMS）認定
事業開始（JAB）

・�国際標準化活動全般に関
する基礎知識を提供する
ISO/IEC 国際標準化研修
（入門編），ISO/IEC の国
際標準化活動ルール及び
国際規格原案作成方法に
ついての知識を提供する
ISO/IEC 国際標準化研修
（中級編）の開催（JSA）

・�ソフトウェア品質保証責
任者の会設立（JUSE）

・�標準化と品質管理全国大
会「グローバル社会にお
ける持続的発展を目指し
て―変化への対応・適応
から，創造へ―」（JSA）

・�第 93 回品質管理シンポ
ジウムテーマ：微妙なバ
ランスが要求される，変
化とスピードの時代―
ローカルに学び，グロー
バ ル に 考 え て 行 動 ―
（JUSE）

・�研修コースを国内で 5回，
海外で2回実施（AOTS）

・�「デミング賞実施賞」を「デ
ミング賞」に，「日本品質
管理賞」を「デミング大賞」
に名称変更（JUSE）

・�QCサークル本部幹事長賞
創設（JUSE）

・�風力発電システム認定事
業開始（JAB）

・�JAB環境 ISO大会「地域
社会と組織を支える環境
ISO とその将来展望～東
日本大震災を乗り越えて
～」（JAB）

・�第 18 回 JAB/ISO9001
公開討論会「ISO9001認
証のブランド価値を高め
る」（JAB）

・�FSSC22000 国際ウェブ
セミナー（JAB）

・�財団法人から一般財団法
人へ移行（JUSE）

・�一般財団法人への移行認
可（JSA）

・�QCサークル誕生・QCサー
ク ル本部設置 50 周 年
（JUSE）

・�JISQ19011（マネジメ
ントシステム監査のため
の指針）改正説明会の開
催（JSA）

・�第 94 回品質管理シンポ
ジウム「継続可能な社会
構築に向けた品質経営―
エコロジー（環境）とエ
コノミー（経済）の両立
を目指して―」（JUSE）

・�GHSに基づく化学品の危
険性情報伝達関連 JIS 規
格説明会の開催（JSA）

・�第７回「企業の品質経営
度調査」実施（JUSE）

・�ISO 環境関連規格の最新
動向説明会（ISO14001
改正動向，カーボンフッ
トプリント・ウォーター
フットプリント規格の開
発状況等）の開催（JSA）

・�ISO 国際水ワークショッ
プの開催（神戸）（JSA）

・�JISQ45001 労働安全衛
生マネジメントシステム
（OHSMS）認定事業開始
（JAB）

・�検査機関 ILAC 相互承認
協定（MRA）に署名（JAB）

・�『標準化と品質管理全国大
会』を「日本再生と新た
な価値の創造―グローバ
ル競争を勝ち抜くために
―」のテーマで開催（JSA）

・�JAB 食品安全セミナー～
グローバル社会における
食品安全～（JAB）

・�デミング賞受賞企業によ
るベストプラクティスセ
ミナー開催（JUSE）

・�第 95 回品質管理シンポ
ジウム「企業が飛躍する
ための新商品創造―心と
きめく，ワクワクした商
品の継続的な提供―」
（JUSE）

・�ISO9001（品質マネジメ
ントシステム－要求事項）
／ ISO14001（環境マネ
ジメントシステム－要求
事項及び利用の手引き）
改正最新動向説明会の開
催（JSA）

・�研修コースを国内で 5回
実施（AOTS）

・�「QCサークル石川馨賞奨
励賞」創設（JUSE）

・�QCサークル活動（小集団
改善活動）優良企業・事
業所表彰を創設（JUSE）

・�IEC 会長や事務局長らに
よる特別講演会『IEC に
おける国際標準化の取組
と今後の展望』開催（東京）
（JSA）

・�第８回「QCサークル活動
（小集団改善活動）実態調
査」の実施（JUSE）

・�経済産業大臣の主催によ
る標準化官民戦略会議開
催（JSA参加）

・�第 1 回 JAB マネジメン
トシステムシンポジウム
「マネジメントシステムに
おける最近の課題とその
対 応 ～ ISO9001 改 訂，
複数マネジメントシステ
ム規格，AnnexSL を中心
に～」（JAB）

・�田口玄一博士一周忌追悼シ
ンポジウム（筑波大学東京
キャンパス）－統計科学か
ら見たタグチメソッドの
現在・過去・未来－
主催：大学共同利用機関
法人情報・システム研究
機構統計数理研究所サー
ビス科学研センター，リ
スク解析戦略研究セン
ター
共催：日本統計学会，応
用統計学会，日本品質管
理学会，統計関連学会連
合，筑波大学ビジネスサ
イエンス系・大学院ビジ
ネス科学研究科
協賛：品質工学会，日本
品質管理学会テクノメト
リックス研究会

・�第 96 回品質管理シンポ
ジウム「世界最高技術と
日本品質を極める人材育
成～持続可能な品質優位
の経営～」（JUSE）

・�韓国の「産業機械に関す
る新たな認証制度」解説
セミナーの開催（JSA）

・�企業の品質経営度フォロー
アップ調査の実施（JUSE）

・�機能安全に係る人材育成
セミナーの開催（JSA）

・�セキュア制御製品及び開
発ライフサイクル・プロ
セス認定事業開始（JAB）

・�QC 検定の準 1 級を創設
し，第 16回検定（2013
年 9月）より導入（JSA）

・�標準化と品質管理全国大会
「日本再生を超えて持続的
発展へ―ジャパンクオリ
ティで飛躍と成長―」
（JSA）

・�港区赤坂から港区三田に
本部事務所を移転（JSA）

・�第 97 回品質管理シンポ
ジウム「ものコトづくり
時代の品質と人材育成～
ワクワク品質と安心品質
の両立を支える更なる品
質力強化を目指して～」
（JUSE）

・�研修コースを国内で 4回
実施（AOTS）

・�経済産業大臣の主催によ
る標準化官民戦略会議開
催（JSA参加）

・�第 2 回 JAB マネジメン
トシステムシンポジウム
「複数のマネジメントシス
テム規格を効果的に使う」
（JAB）

・�第８回「QC�サークル活
動（小集団改善活動）実
態調査」の実施（JUSE）

・�「TQM 活動・品質マネジ
メント活動ステージアッ
プ・ガイド」制作（JUSE）

・�経済産業省『標準化官民
戦略』策定（JSA は同戦
略の実施・運営を担当）
（JSA）

・�JISZ7252GHS に基づく
化学品の分類方法規格説
明会開催（JSA）

・�食品安全マネジメントシ
ステム（FSMS）PAC 相
互承認協定（MRA）に署
名（JAB）

・�情報セキュリティマネジ
メントシステム（ISMS）
PAC相互承認協定（MRA）
に署名（JAB）

・�温室効果ガス（GHG）妥
当性確認・検証PAC相互
承認協定（MRA）に署名
（JAB）

・�標準物質生産者 APLAC
相互承認協定（MRA）に
署名（JAB）

・�技能試験提供者 APLAC
相互承認協定（MRA）に
署名（JAB）

・�第 98 回品質管理シンポ
ジウム「グローバル時代
におけるダイバーシティ
を取り込んだ品質経営の
実践」（JUSE）

・�森林・林業及び森林生産
物認定事業開始（JAB）

・�R-Map の登録商標取得
（JUSE）

・�第 8 回「企業の品質経営
度調査」実施（JUSE）

・�リスクマネジメントシス
テムセミナー ISO31000
規格解釈コース開催（JSA）

・�食品安全マネジメントシ
ステム導入・推進者が基
礎から学ぶ FSSC22000
徹底マスターコース開催
（JSA）

・�第1回JABアワード「ISO
マネジメントシステム有
効活用表彰」公募

・�標準化と品質管理全国大会
「日本再生を超えて持続的
発展へ―ジャパンクオリ
ティで飛躍と成長―」
（JSA）

・�IEC 東京大会開催（東京）　
世界 77 カ国，約 2,600
名が参加（JSA）

・�道路交通安全マネジメン
トシステム（RTSMS）認
定事業開始（JAB）

・�N-RTS マネジメントシス
テム（N-RTSMS）認定事
業開始（JAB）

・�第 99 回品質管理シンポ
ジウム「バリューチェー
ンと組織の改革による持
続的成長―経営資源の価
値化と企業活動の構造―」
（JUSE）

・�研修コースを国内で 8回
実施（AOTS）

・�第 3 回 JAB マネジメン
トシステムシンポジウム
「2015 年改訂に対応する
マネジメントシステム」
（JAB）

・�IT サービスマネジメント
システム（ITSMS）認定
事業開始（JAB）

・�GAP 及び GAP 運用農場
で生産された農産物認定
事業開始（JAB）

・�第 1 回 JAB アワード事
例報告会（JAB）

・�第 100 回品質管理シンポ
ジウムテーマ：日本の成
長戦略を支える品質管理
の役割～これから求めら
れる価値ある品質を考え
る～（JUSE）

・�第2回JABアワード「ISO
マネジメントシステム有
効活用表彰」公募（JAB）

・�ISO9001改訂に関わる認
証制度関係機関向けセミ
ナー（JAB）

・�ISO14001 改訂に関わる
認証制度関係機関向けセ
ミナー（JAB）

・�アセットマネジメントシ
ステム（AMS）認定事業
開始（JAB）

・�石川馨先生生誕 100 年
（JUSE）

・�石川馨先生生誕 100年記
念国際シンポジウム開催
（JUSE）

・�「品質管理検定レベル表」
及び「4 級の手引き」を
改 正 し， 第 20 回 検 定
（2015年 9月）より適用
（JSA）

・�ISO9001：2015（ 品 質
マネジメントシステム－要
求事項）及び ISO14001：
2015（環境マネジメント
システム－要求事項及び
利用の手引）発行（JSA）

・�食品安全マネジメントシ
ステム（FSMS）IAF 相互
承認協定（MLA）に署名
（JAB）

・�情報セキュリティマネジ
メントシステム（ISMS）
IAF 相互承認協定（MLA）
に署名（JAB）

・�ISO9001：2015 品質マ
ネジメントシステム－要
求事項規格改正説明会の
開催（JSA）

・�ISO14001：2015 環 境
マネジメントシステム－
要求事項及び利用の手引
規格改正説明会の開催
（JSA）

・�標準化と品質管理全国大
会「ジャパンクオリティ
―戦後 70 年�新たなる挑
戦と次世代への継承！―」
（JSA）

・�創立 70周年を迎える
（JSA）

・�第 101 回品質管理シンポ
ジウム『日本の製造業再
強化のために品質世界一
の確立～サプライチェー
ン全体で作る「安全・安心・
信頼」のモノづくり～』
（JUSE）

・�研修コースを国内で 5回
実施（AOTS）
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11月16日
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6月11日

同日

6月29日
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11月

6月12日
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6月

7月18日

11月5日

同日
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1月28日

同日
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6月3日

6月23日
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7月11日

9月9日
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11月
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3月18日

6月30日

同日

6月

11月
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・�第 33回年次総会（REAJ）�
第 18 回春季信頼性シン
ポジウム優秀賞「環境の
効果を受け同時故障が生
じる競合リスクモデルに
おける故障原因不明と打
ち切りを含むデータによ
るパラメータ推定」
（2010.5.28 発表）永井��
義満（青山学院大学）
同シンポジウム若手奨励
賞「加速寿命試験データ
に基づく寿命推定法と最
適試験計画」（2010.5.28
発表）熊崎�千晴（電気通
信大学大学院）
第 23 回秋季信頼性シン
ポジウム優秀賞「宇宙分
野におけるすずウィスカ
の影響」（2010.11.5 発
表）根本規生（宇宙航空
研究開発機構），鈴木�浩一
（宇宙航空研究開発機構），
中川�剛（日本アビオニク
ス（株）），山田�敏行（福
島アビオニクス（株）），
菅沼�克昭（大阪大学）
同シンポジウム若手奨励
賞「フェールセーフCPU
の高信頼化に関する研究」
（2010.11.5 発表）小川�
泰生（日本信号（株））
優秀記事コラム賞「ディ
ペンダビリティ評価のた
めのペトリネット技法の
標準化について」（2010
年 6月号掲載）柳�繁（防
衛大学校），「電子デバイ
ス・モジュールの最新評
価技術」（2010 年 11 月
号掲載）今井�康雄（沖エ
ンジニアリング（株））

・�第 19 回春季信頼性シン
ポジウム（日科技連千駄ヶ
谷本部）（REAJ）

・�平成 23 年度�春季研究発
表大会～次世代 ICT 技術
による設備管理イノベー
ション～（青山学院大学）
（SOPEJ）

・�2011 年（H23）度第 1
回フォーラム「信頼性・
安全性に関する特別セミ
ナー　－信頼性・安全性
を学ぶ方および若い技術
者・研究者の方へ－」（日
科技連千駄ヶ谷本部）
（REAJ）

・�FMES 連携討論会（青山
学院大学総合研究所ビル）
「経営工学のこれからを語
ろう」（FMES）

・�第 27 回 FMES シンポジ
ウム（青山学院大学総合
研究所ビル）「危機に強い
製造業のマネジメントと
設備管理」講演１「革新�
TPM：リーンマネジメン
トで製造企業を支援」コ
ンサルタント�鈴木�徳太郎
（（株）JIPM�ソリューショ
ン），講演２「高圧ガス設
備におけるアセットマ
ネージメント」大島�榮次
（東京工業大学），講演３
「自動車産業におけるマネ
ジメントと設備管理―震
災復興と強いモノづくり
力―」酒井�寿治（愛知機
械工業（株）／日本設備
管理学会会長）（FMES）

・�学会設立 20 周年記念シ
ンポジウム（第 24 回秋
季信頼性シンポジウム）
（日科技連千駄ヶ谷本部）
（REAJ）

・�第 61 回全国統計大会・
第 32 回統計シンポジウ
ム（国立オリンピック記
念青少年総合センター）
基調講演�川崎�茂（総務省
統計研修所）

・�第 59 回統計グラフ全国
コンクール
日本品質管理学会賞
奥井�祐貴（東京学芸大学
附属国際中等教育学校 2
年）「どうして減らない？
鉄道事故」

・�平成 23 年度�秋季研究発
表大会～第 3回�検査・評
価・保全に関する連携講
演会～（大阪市立大学）
（SOPEJ）

・�2011 年 度（H23）第 2
回フォーラム「信頼性・
安全性に関する特別セミ
ナー－信頼性・安全性に
携わる技術者・研究者の
方へ－」（高知市民プラザ�
かるぽーと）（REAJ）

・�平成 24 年度�春季研究発
表大会～スマートコミュ
ニティソリューション～
（青山学院大学）（SOPEJ）

・�第 34回年次総会（REAJ）
第 19 回春季信頼性シン
ポジウム若手奨励賞　「拡
張 蓄 積 疲 労 モ デ ル 」
（2011.6.3 発表）作村建
紀（九州工業大学大学院）
学会設立 20 周年記念シ
ンポジウム（第 24 回秋
季信頼性シンポジウム）
優秀賞　「加速モデルを考
慮した非定常ポアソン過
程とベイズ推定に基づく
計数データの信頼性解析」
（2011.11.7 発表）貝瀬�
徹（兵庫県立大学大学院）
同シンポジウム若手奨励
賞　「実使用時間に着目し
た季節変動のあるフィー
ルド寿命データの解析と
その応用」（2011.11.5
発表）平賀�琢磨（電気通
信大学大学院）
優秀記事コラム賞　「地方
都市交通機関の安全性・
信頼性」（2011 年 12 月
号掲載）中村�英夫（日本
大学）
「医薬品の信頼性と安全性
の確保と GoodClinical-
Practice」（2011.3 月号
掲載）鈴木（西村）多美
子（就実大学）

・�第 20 回春季信頼性シン
ポジウム（日科技連千駄ヶ
谷本部）（REAJ）

・�第 28 回 FMES シンポジ
ウム講演会（東洋大学白
山キャンパススカイホー
ル）「新たな社会システム
の創出に向けて�－経営工
学の視点を交えて－」
講演1「基幹情報システム
の再構築におけるモデリ
ングとアーキテクティン
グ」児玉�公信（（株）情報
システム総研），
講演2�「建築設計にみるシ
ステムデザイン」田代�洋
志（建築家），講演 3�「イ
ンテグレーションマネジ
メントのすすめ－変革型
ミドルのための経営実学
－」橋本�忠夫（多摩大学
大学院）（FMES）

・�第 25 回秋季信頼性シン
ポジウム（日科技連千駄ヶ
谷本部）（REAJ）

・�平成 24 年度�秋季研究発
表大会～設備管理が担う
日本の将来～（名城大学）
（SOPEJ）

・�第 35回年次総会（REAJ）
高木賞　「ブール代数方程
式による論理ループ構造
の信頼性」（2010 年 7月
号掲載）松岡�猛（宇都宮
大学），「対数正規分布に
基づく加速寿命試験の D
最適計画」（2012 年 3月
号掲載）熊崎�千晴，鈴木�
和幸，山本�渉
第 20 回春季信頼性シン
ポジウム優秀賞「SOI デ
バイスのソフトエラー耐
性強化に関する検討」
（2012.6.12 発表）小倉�
俊太，高橋�芳浩（日本大
学），牧野�高紘，小野田忍，
平尾�敏雄，大島�武（日本
原子力研究開発機構）
同シンポジウム若手奨励
賞「信頼性寿命データ解
析のタイムスケールに関
する一考察」（2012.6.12
発表）竹下�和希（電気通
信大学）
第 25 回秋季信頼性シン
ポジウム優秀賞「オンラ
イン情報を活用した季節
変動のあるフィールド寿
命データの解析と保全へ
の応用」（2012.11.2 発
表）平賀�拓磨，山本�渉，
石田�勉，鈴木�和幸（電気
通信大学大学院）
同シンポジウム若手奨励
賞「宇宙開発におけるシ
ステム安全評価と今後の
取り組み」（2012.11.2
発表）三木�優己（宇宙航
空研究開発機構）
優秀記事コラム賞「東日
本大震災における対応－
日本貨物鉄道（株）（JR
貨物）の取組み－」（2012
年 7月号掲載）櫛田�昌志
（日本貨物鉄道（株）），「新
聞報道は事故をどう報じ
ているか－金融情報シス
テム事故を例にとって」
（2012年 8月号掲載）坂
東�幸一，田中�健次（電気
通信大学大学院）

・�第 21 回春季信頼性シン
ポジウム（日科技連千駄ヶ
谷本部）（REAJ）

・�平成 25 年度�春季研究発
表大会～ビッグデータで
革新するメンテナンス～
（青山学院大学）（SOPEJ）

・�第 29 回 FMES シンポジ
ウム・第28回研究・技術
計画学会シンポジウム（政
策研究大学院大学想海樓
ホール）「自己・事業・企
業の変革による新領域へ
の挑戦－イノベーション
の実現に向けて－」原山�
優子（総合科学技術会議），
辻野� 晃一（アレックス
（株）），長沢�伸也（早稲田
大学，）一村�信吾（産業技
術総合研究所），鈴木�学
（（株）日立製作所）（FMES）

・�第 26 回秋季信頼性シン
ポジウム（日科技連千駄ヶ
谷本部ビル）（REAJ）

・�2013 年度臨時年次総会
（日科技連千駄ヶ谷本部）
（REAJ）

・�平成 25 年度�秋季研究発
表大会～化学・石油精製
プラントの保安～（西日
本総合展示場）（SOPEJ）

・�「新版�信頼性ハンドブック
刊行記念」レクチャーシ
リーズ第 1回「未然防止
と信頼性」（日科技連本部）
（REAJ）

・�2013年度第1回フォーラ
ム（日科技連本部）（REAJ）

・�平成 26 年度�春季研究発
表大会～新エネルギー時
代の設備管理技術～（早
稲田大学）（SOPEJ）

・�2013 年度第 2 回フォー
ラム「新版�信頼性ハンド
ブック刊行記念」レク
チャーシリーズ�第2回「シ
ステムの信頼性・安全性
（1）」（日科技連千駄ヶ谷
本部）（REAJ）

・�第 36回年次総会（REAJ）
第 21 回春季信頼性シン
ポジウム若手奨励賞「機
能達成メカニズムに着目
した未然防止へ向けての
一考」（2013.6.12 発表）
山﨑�雄大（電気通信大学）
第 26 回秋季信頼性シン
ポジウム優秀賞「仕様検
討段階におけるプロトタ
イピング手法の効果に対
する検討」（2013.11.5
発表）黒沼�友恵，高橋�聖，
中村�英夫（日本大学），池
田�岳雄，森�昌也，今村�
覚（日本信号（株））
同シンポジウム若手奨励
賞「最適なタイムスケー
ルを利用した保全方策に
関して」（2013.11.5 発
表）竹下�和希（電気通信
大学大学院）
優秀記事コラム賞「ラン
ダム保全方策」（2013 年
1月号掲載）中川�覃夫（愛
知工業大学）
「信頼性技術者として必要
な知識と技術，人材育成」
（2013年 3月号掲載）二
川�清（金沢工業大学）

・�第 22 回春季信頼性シン
ポジウム（日科技連本部）
（REAJ）

・�第 30 回 FMES シンポジ
ウム（日科技連千駄ヶ谷
本部）「我が国における
データサイエンティスト
の現状と展望」丸山�宏（統
計数理研究所），「製造業
におけるデータ・ドリブ
ン分析の適用事例」吉野�
睦（（株）デンソー），「ビッ
グデータとビジネス・ア
ナリティクス」中川�慶一
郎（（株）NTT データ数
理システム），「ロングテー
ル時代における，サービ
スを高度化させるデータ
の活用」森� 正弥（楽天
（株））（FMES）

・�2014 年度第 1 回フォー
ラム「新版�信頼性ハンド
ブック刊行記念」レク
チャーシリーズ第3回「信
頼性ビックデータの獲得・
活用とその課題－オンラ
インモニタリングの体系
とその未来－」（日科技連
千駄ヶ谷本部）（REAJ）

・�第 27 回秋季信頼性シン
ポジウム（日科技連本部）
（REAJ）

・�平成 26 年度�秋季研究発
表大会～地域へのものづ
くり技術の伝承～（秋田
大学）（SOPEJ）

・�2014年度第2回フォーラ
ム「新版�信頼性ハンドブッ
ク刊行記念」レクチャーシ
リーズ第4回「信頼性に
関する規格」（日科技連東
高円寺ビル）（REAJ）

・�第 31 回 FMES シンポジ
ウム（東京工業大学�田町
キャンパス）「デジタルビ
ジネス人材育成�～ IoT�時
代のイノベーションに向
けて～」講演 1：「IT 融合
人材議論とイノベーショ
ン経営に求められる人材・
組織」前田�信太郎（IT�コー
ディネータ協会），講演2：�
「デジタルビジネス創出・
定着のための人材育成の
現状と今後」角田�千晴（一
般社団法人日本情報シス
テム・ユーザー協会），講
演 3：「デジタルビジネス
時代に向けて産業界の求
める人材像」重木�昭重（日
本電子計算（株））（FMES）

・�第 37回年次総会（REAJ）
第 22 回春季信頼性シン
ポジウム優秀賞「原子輸
送モデルと応力分布によ
る突出し配線におけるス
トレス誘起ボイドのレイ
ア ウ ト 依 存 性 解 析 」
（2014.6.23 発表）横川�
慎二（職業能力開発大学
校）
同シンポジウム若手奨励
賞「オンライン状態監視
システムを活用した使用
環境条件の変化に基づく
寿命推定（2014.6.23 発
表）早川�敦士（電気通信
大学大学院）
第 26 回秋季信頼性シン
ポジウム優秀賞「不揮発
性メモリの信頼性評価」
（2014.11.19 発表）長野�
真人，小関�健哲，岩井�泰
之，今井�康雄（沖エンジ
ニアリング（株））
同シンポジウム若手奨励
賞「RCMにおけるオン・
コンディション保全とコ
ンディション・モニタリ
ング保全への一考察」
（2014.11.19 発表）柏井�
宏太（電気通信大学大学
院）
優秀記事コラム賞「視覚
障害者誘導用ブロックと
国際標準化」（2014 年 3
月号掲載）大野�央人，水
上�直樹（公益財団法人鉄
道総合技術研究所），田内�
雅規（岡山県立大学）
「DEOS プロジェクトと
オープンシステム・ディ
ペンダビリティ」（2014
年 7月号掲載）所�眞理雄
（株ソニーコンピュータサ
イエンス研究所），屋代�眞
（ディペンダビリティ技術
推進協会），高村�博紀（株
アトリエ）

・�第 23 回春季信頼性シン
ポジウム（日科技連東高
円寺ビル）（REAJ）

・�平成 27 年度�春季研究発
表大会～ IoT で革新する
メンテナンス～（早稲田
大学）（SOPEJ）

・�平成 27 年度�秋季研究発
表大会～設備管理でつな
ぐ人とものづくり～（IT
ビジネスプラザ武蔵）
（SOPEJ）

・�第 28 回秋季信頼性シン
ポジウム（日科技連西新
宿）（REAJ）
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・�東日本大震災，原発事故
で甚大被害
午後 2 時 46 分，宮城県
沖で国内観測史上最大の
マグニチュード 9.0 の巨
大地震が発生，同３時半
前後には大津波が沿岸部
を襲った。
原発停止相次ぎ，電力不
足が深刻化

・�歴史的円高，一時 1ドル
＝ 75円 32銭

・�菅首相が条件付き退陣表
明，3カ月続投。野田政権
発足。

・�なでしこジャパン，サッ
カーＷ杯優勝（ドイツ）

・�野田首相，環太平洋連携
協定（TPP）交渉参加を
表明

・�ロンドン五輪，日本勢史
上最多メダル

・�消費増税法成立

・�山中伸弥教授（京都大学），
ノーベル医学生理学賞受
賞
体のあらゆる細胞になる
能力を持つ人工多能性幹
細胞（iPS細胞）を開発。

・�安倍晋三自民党総裁が第
96代首相，第2次安倍内
閣を発足

・�日銀が量的・質的金融緩
和導入

・�日本，環太平洋連携協定
（TPP）交渉に参加

・�2020 年夏季五輪・パラ
リンピック，東京開催決
定

・�伊豆大島の土石流など自
然災害で被害

・�消費増税，14年 4月実施
を決定

・�特定秘密保護法成立

・�集団的自衛権容認
政府は，集団的自衛権の
行使を容認する憲法解釈
の変更を閣議決定した。

・�広島で土砂災害，住宅流
され74人死亡

・�御嶽山が噴火，57人死亡
６人不明

・�男子テニスの錦織�圭が全
米オープン準優勝

・�消費税率 10％への引き上
げ延期
安倍首相は，2015 年 10
月に予定していた消費税
率 10％への引き上げを
17年 4月に延期すること
を決めた。

・�日本人３人にノーベル物
理学賞
・�青 色 発 光 ダ イ オ ー ド
（LED）の開発で，赤崎�
勇名城大教授と天野�浩名
古屋大教授，中村�修二米
カリフォルニア大サンタ
バーバラ校教授がノーベ
ル物理学賞を受賞した。

・�川内原発が再稼働
九州電力は 8 月 11 日，
川内原発１号機（鹿児島
県薩摩川内市）の原子炉
を起動し，再稼働させた。

・�戦後 70 年で安倍首相談
話
政府は，戦後 70 年の安
倍晋三首相談話を閣議決
定した。

・�安全保障関連法が成立

・�ワールドカップ（Ｗ杯）
イングランド大会で，日
本代表が大躍進。

・�TPP交渉が大筋合意

・�辺野古移設，国が着工
米軍普天間飛行場の名護
市辺野古移設計画で，政
府は本体工事に着手した。

・�日本人科学者 2人がノー
ベル賞
アフリカや中南米の寄生
虫病特効薬の開発に貢献
した大村�智・北里大特別
栄誉教授がノーベル医学
生 理 学 賞 を， 素 粒 子
「ニュートリノ」に質量が
あることを初めて確認し
た梶田�隆章・東京大宇宙
線研究所長がノーベル物
理学賞を受賞。
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（平.27）

年　次 日本品質管理学会 海外のQCの動き QC関係団体 QC関連学会 社会情勢

年　次 日本品質管理学会 海外のQCの動き QC関係団体 QC関連学会 社会情勢

年　次 日本品質管理学会 海外のQCの動き QC関係団体 QC関連学会 社会情勢

年　次 日本品質管理学会 海外のQCの動き QC関係団体 QC関連学会 社会情勢
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